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◆ 苓北町の歴史・特徴 ◆

田中）本日はお忙しいところ、お時間をいただき

ましてありがとうございます。日本下水道事

業団の広報誌であります「季刊　水すまし」

へ掲載させていただくために、田嶋　苓北町

長様にお話をお伺いさせていただきたいと思

っています。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　　　まずは、最初に、天草下島の北西端に位置

し、天草灘、千々石灘に面した自然豊な町と

お聞きしていますが、苓北町の歴史や特徴な

どをご紹介いただけないでしょうか。

田嶋町長）わかりました。まずは苓北町の町名の

由来について紹介をさせていただきます。苓

北という字をなかなか読めない方もおられる

ようです。苓北の苓という字は、「甘い草」

という意味があります。天草全体が苓州と呼

ばれていたこと、その苓州の北部に位置する

ことから、4町村による昭和の大合併の際に、

苓北町と名付けられました。天草のなかでも、

この字を忘れられている方もおられますが、

正統な名称と自負しております。と申します

のも、西暦1200年代、この苓北の地に水軍の

志岐氏が地頭として東シナ海から有明海を広

く治めており、この志岐氏の治世は秀吉の九

州征伐までの間、約380年に渡って続きまし

た。一番栄えた時期は、西暦1560年代、ちょ

うど大航海時代、キリスト教伝来の時代で、

志岐氏（志岐麟泉公）がキリシタン地頭とし

て治め、苓北の真ん中にある志岐城を中心に

城下町が広がっておりました。当時、南蛮人

田嶋町長

苓北町長に苓北町長に苓北町長に

　今回は、天草下島の北西端に位置
し、天草灘、千々石灘に面した自然
豊かな町である熊本県苓北町の田嶋 
章二町長にお話を伺いました。
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のキリスト教徒が常に出入りしており、交流

が活発に行われた時代です。アルメイダ宣教

師、その後トーレス宣教師が布教し、トーレ

ス宣教師が居るときはイエズス会の宣教師は

ほとんど苓北町に居りまして、トーレス宣教

師の指導を受けて全国に布教に旅立ったとの

ことです。なお、志岐麟泉公の養子が島原半

島の有馬氏から来ていることもありキリスト

教の当時の布教の中心となっていたようです。

秀吉の九州征伐のときには小西・加藤軍に天

草全体が攻められたのですが、その際には、

志岐一族は鹿児島の川内に、あるいは福岡の

大川にでていき、今に至っているとのことで

す。特に、大川の子孫の方々には、志岐城跡

の社殿を建立するときにたくさんの寄付をい

ただいた経緯があります。

　　　その後、小西家の代官の日比屋氏が治めま

した。徳川時代には加藤清正の後輩である唐

津藩の寺沢氏が治めましたが、島原天草の乱

で取り潰しとなりました。それからは、富岡

に代官所が置かれ、代官所の初代は、三河武

士の鈴木氏で24年間の統治、その後は伊豆頭

の戸田氏で7年間の統治でしたが、戸田氏の

後は天領とされました。約270年間、天草全

土を治め、天草の政治、経済、文化の中心地

として繁栄した場所です。我々としては、志

岐氏といい、その後の富岡城の支配、天領の

支配ということからも天草の中心地であると

今でも自負しております。

　　　町の特徴としましては、まず、富岡半島は

陸繁島として知られ、その美しい砂浜は天然

の良港を形成し、昭和31年に雲仙天草国立公

園の指定をうけるなど大変自然環境に恵まれ

た地ということです。海に囲まれ、また、珍

しい沖積層の平野ということを生かし、農漁

業が盛んであり、また、江戸時代末頃から石

炭産業が盛んでした。

田中）ここは石炭が採れたんですか？

田嶋町長）はい。非常に良質な石炭が産出される

ということから、帝国海軍に使用されたりし

ておりました。石炭産業は昭和50年まで盛ん

でしたが、その後の町のプランとして、九州

電力の火力発電所を誘致し『電気のふるさと』

としての町づくりを目指してきました。この

火力発電所は、出力70万kW×2基を擁し、

九州でも最大級の発電所です。熊本県内の実

質4分の3の電力を賄っております。そこで

あがる税収を考慮しながらさらなる住みやす

い町づくりを進めております。

　　　また、2つ目としましては、西海岸で採れ

る天草陶石についてです。日本の陶石の約7

割が産出されます。これは質量とも日本一で

す。特に質は特級で、焼物の家系では喜ばれ

て使われています。

富岡城 苓北発電所
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田中）ここから産出されたものが、佐賀に運ばれ

使われているのですね。

田嶋町長）江戸時代から有田との交流があり、有

田焼などに使われてきております。遡れば、

東インド会社が天草陶石に目をつけ交易して

いたようです。江戸時代の中期からそうとう

掘り出されてきているようです。日本の陶石

の相場は、苓北町で決まると言われているく

らいです。最近は焼き物には外国産のものも

使用されるようです。特級陶石はそのままつ

ぶして粉にして使えますが、外国産のものは、

質がそろっていないので調合が難しいと聞い

ております。窯元も徐々に増えつつあり、春

秋と陶芸祭りを行っていますが、年々賑やか

になってきています。

田中）これから観光の目玉になりますね。

田嶋町長）昨今は、ゆったりした旅行、観光ブー

ムですし、陶器づくりの体験を加味した「観

光＋学びの旅行」として大きな観光戦略の武

器になるかなと思っています。

　　　それと、3番目には農業です。米、かんき

つ類の生産が盛んで、特に、これからの季節

盛んになるのが、九州最大の産地となってい

るレタスです。今年はレタス栽培50周年とな

りました。今から50年前に佐世保基地にはい

る米軍への供給のために作り始めたそうです。

ただ、苓北のレタスは、北九州から首都圏へ

の出荷がほとんどで県内にも知られていない

かもしれません。みかんも栽培していますが、

ほとんど首都圏への出荷のため、県内ではあ

まり知られていないようです。

田中）町のブランドという意味では、大都市への

出荷というのも意味がありますね。

田嶋町長）そうですね。また、天草黒牛の畜産業

が盛んです。これを神戸、三田、松坂などへ

出荷しブランド牛として育ててもらうという

ことになります。最近は飼料が高騰している

のでコストがちょっと気になっています。農

業においては、複合経営を目指しており、レ

タスが採れなくても天草黒牛で採算を取ると

いった経営を目指しております。昨今ではレ

タスも他の地域で栽培が行われておりますし、

なかなか厳しいようです。レタスは投機商品

でもありますが、レタスが高くなれば、収入

も増えて町としても嬉しいのですが。

田中）仰られるとおり多角的経営ができれば収入

も安定してきますね。

田嶋町長）今の農業は、大規模経営にあった政策

が採られている気がします。新政権が打ち出

した個別補償制度を見守っていきたいと考え

ておりますが、地域の特性にあった補償とな

るように願っております。

　　　4番目としては、漁業となりますが、三方

を海に面した立地でありますので、有明海の

魚、東シナ海の魚が獲れ、魚種も多様です。

しかしながら、最近は、魚も獲れなくなって

きており、また、魚価も安くなってきており

危惧しております。また、その影響もあって

か後継者の問題もでてきております。農業同

様、個別補償制度を見守っていきたいと考え

ております。

　　　苓北町は、歴史ある土地であり、自然も豊

かですし、気候も温暖です。発電産業、農業、

漁業、鉱業もそろい、住みやすい土地である

と言えます。

◆ 苓北町は安心していききと暮らせる町 ◆

田中）ありがとうございます。自然の恵み豊かな

苓北町において、田嶋町長様はさらに、「安

心して住める町」「いきいきと暮らせる町」「ふ

るさとと呼べる町」を目指していらっしゃる

とお聞きしております。その想いをお話いた

だけないでしょうか。

田嶋町長）私は、人が大事と考えております。ご

紹介いただいたように町民の皆様が「安心し
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て住める町」「いきいきと暮らせる町」を目

指してきました。具体的に申しますと、まず

は「安心」についてですが、これは1つ目と

しまして、三方を海に面し、そして山に囲ま

れているという土地柄、そしてまた台風の非

常に多い地域ということから、この台風の被

害を防ぐということが必要になります。海岸

保全をはじめとして社会基盤整備を充実させ

たいと考えています。2つ目としましては、

病院の立地です。具合が悪くなったときにす

ぐに駆け込めるようにしたいと考えています。

炭鉱が盛んな時代は、病院がたくさんありま

した。これからの時代に病院は必要ですし、

町の施策として、子供たちへの医療の無料化

を徐々に行っているところです。無料対象と

なる子供たちの年齢も徐々に高くしておりま

して、現在は中学生まで無料としております。

また、これは全国でも例が無いと思いますが、

苓北町では通院ばかりではなく入院も含めて

無料としております。

　　　「いきいきと暮らせる町」として目指して

いるところは、まず1つ目は、農業、漁業、

林業の生活の安定を目指しています。競争相

手も増えてまいりましたが、特にレタス栽培

は苓北の基幹です。町が活性化するためには、

やはり生活が安定することが必要です。頑張

っていきたいと思います。それから2つ目で

すが、町民の皆様の毎日の生活の衛生を守る

ということです。具体的には、下水道それか

ら水道の整備を図るということです。天草は

海、川があってきれいというイメージがある

と思います。私の体験ですが、25～6年前に、

私が苓北に帰ってきて、子供を海に連れて行

って、マテ貝獲りをして遊ばせようとしたの

ですが、磯がヘドロ化していてショックを受

けた思い出があります。養殖業のせいかと思

いましたが、いろいろと調べると、これは中

性洗剤など生活排水の影響であることがわか

りました。美しい自然を守るにはどうしても

下水道が必要だと認識しました。私の1回目

の町長立候補時の公約は、第一番目として「下

水道を整備して海の汚染を防ぎます。自然を

取り戻します。」というものでした。自分が

子供のときに遊んだ海、川を取り戻し、自然

を豊かにし、それをまた子供たちに引き継ぎ

たいと思っています。同様に水道、飲み水も

大切です。天草は島ですので、どうしても水

と平らな土地が足りない状況です。志岐ダム

の建設もありましたし、井戸もかなり掘りま

した。平成6年には大渇水がありましたが、

絶対断水はしないという方針を決めて対処し

ました。断水にするとかえって水の使用量が

増えてしまうことからの措置でした。下水道

を整備すると、では使えるだけの水の確保は

富岡湾
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できているのかという意見があったのも事実

ですし、下水道の整備と水道の整備、これは

どちらも切り離すことなく、どちらも重要施

策として整備しています。

　　　これらの施策の根本は、町民の皆様の生活

の安定、これは収入の安定もありますが、こ

の生活の安定を目指していくということです。

そうでないと、人がどんどん出ていってしま

い過疎化がすすみます。町の活性化には、必

要な基盤と考えております。少子社会の問題

もでてきます。都会では結婚しない少子化と

いう問題もありますが、地方では過疎化によ

る少子化という面もあります。私は、常々、

少子化は国を滅ぼすと主張してきました。こ

れを解決したいという思いから様々な施策を

実行していきたいと考えております。

◆ 苓北町の子育て支援 ◆

田中）下水道の話も非常に参考になります。あり

がとうございます。下水道の話の前に、今も

話題となりました少子化対策として力をいれ

ておられる苓北町の「子育て支援」について

お話いただけないでしょうか。

田嶋町長）これは、町民の皆様が安心して生活で

きる町づくりには必要と考えております。親

御さんの負担を軽減するためには、子育て支

援は必要と感じています。そのために、先ほ

ども紹介しました医療の無料化を図っている

ところです。

田中）先日、NHKでも、お金が無くて子供を病院

に行かせることが出来ないという実状をレポ

ートしている番組がありました。そのための

施策をいち早く実現していますね。

田嶋町長）切実な問題と思います。また、保育所

についても、2人目は割引、3人目は無料とし

ています。子供が生まれてから学校を卒業す

るまでの親御さんの負担軽減について、医

療、福祉施策として取り組んでいきたいと思

います。

◆ 苓北町の下水道事業 ◆

田中）ありがとうございます。それでは、苓北町

の下水道事業への取組をお教えください。下

水道事業に取り組まれたきっかけや方針、進

めるにあたって特に留意されたところを改め

てご紹介いただけますでしょうか。

田嶋町長）自分の子供のときの海のきれいさを取

り戻し、それを次世代に引き継ぐということ、

そのためには下水道の整備が必要だと実感し

たことが取り組むきっかけとなりました。こ

れは地域の衛生を守ることにもつながります。

下水道は必要な社会基盤と考えています。

田中）非常に短い時間で、下水道整備が進んだと

感じますが。

田嶋町長）現在の普及率は公共下水道で76%、集

落が点在し効率の悪いところもありますの

で、合併浄化槽が650軒ほど、農業集落排水

で少し。汚水処理普及率でみると94%となり

ます。

田中）適材適所な処理をされていると感じます。

熊本県内でもかなり高い普及率となっており

ますね。

田嶋町長）今後100%を目指していきます。担当

課の皆さんに頑張っていただいております

し、苓北町には行政区が51区ありますが、そ

れぞれの代表者に推進員になっていただき、

その51人の推進員の皆様にご苦労いただいて

います。

　　　下水道施設の運営費については、起債の償

還がここ2～3年でちょうどピークとなります。

ランニングコストは下水道料金で賄えるよう

にすることを目指し、今後も普及率向上に努

めていきたいと思っています。

　　　思えば、1990年代、確か細川内閣のころは、
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下水道は社会基盤整備のＡランクになってい

ました。最近は、全うな経営ができないなら、

下水道は要らないという意見を言う者もいま

すが、そうなると過疎地には下水道はできな

くなってしまいます。下水道はナショナルミ

ニマムだと思います。政策に関わる委員の中

には下水道などの社会整備が整ったところに

生まれ育った者も多いのですが、下水道のな

い町に住んでみたらどうですかと言いたくな

るときがあります。

田中）下水道事業には、弊社もお手伝いをさせて

いただいたのですが、弊社に対するご意見や

ご感想、またご要望などありましたらお聞か

せいただけないでしょうか？

田嶋町長）下水道の技術者が必要なときはいいが、

その事業が終わったときにはその技術者が余

剰となってしまうということからＪＳに委託

してきました。委託当初、委託費が高いので

はないかという議員もおりました。また、小

さい町は財政力が弱いということもありま

す。そういう声を聞いて検討してもらって、

委託が増え下水道整備が進めばよいなと思い

ます。

　　　また、平成の合併により、下水道整備に取

り残された団体もあると思います。困ってい

る団体の声はなかなか国には届かないのが

実状です。下水道はナショナルミニマムだ

という認識を取り戻してもらえるよう、団体

と一緒に国に働きかけていただければと思い

ます。

　　　それから、苓北町の施設も平成12年に供用

開始をしましたが、時間が経ちますと機器の

更新というときにはまた経費がかかります。

維持管理の面でもコストはかかりますが、海

に面しているためか塩分による管、マンホー

ルの腐食の問題が発生しております。この更

新や維持管理に何とか良い知恵をお貸しいた

だけないかと思います。

◆ 苓北町のわが町自慢 ◆

田中）ありがとうございました。手前味噌になり

ますが、弊社でも何とかこの改築更新を効率

的にできないかと研究しておりまして、アセ

ットマネジメント手法といったツールも開発

しております。また国の方でも、昨年度、下

水道の長寿命化支援制度を創設しております。

また機会をみてご紹介をさせていただき、田

嶋町長様のお力添えになれればと思います。

　　　このほかに何でも結構です。「わが町自慢」

のお話があればお聞かせいただけないでしょ

うか？

田嶋町長）苓北町は海、山に恵まれ自然豊かな町

ですが、また歴史ある町でもあります。富岡

城など是非ご覧いただければと思います。ま

た、今の季節、夜になるとレタス畑に防蛾灯

がともり、美しい景観となります。それから、

火力発電所は子供たちの見学も多いのですが、

子供たちにも非常にわかりやく解説されてお

り人気があります。施設と隣接したグラウン

ドでは、先だって交流15周年を記念して唐津

市との間で少年サッカー試合を楽しみました。

子供たちがいきいきと過ごしている姿をみる

ことができるのは幸せなことですし、歴史や

産業をとおして、いろいろな地域の方と交流

させていただいていることに大変感謝をして

おります。

◆ 町長の人生訓 ◆

田中）最後になりましたが、田嶋町長様のご趣味

や人生訓などあればご紹介いただけないでし

ょうか。

田嶋町長）趣味と言えるようなものは特にないの

ですが、町政について、町民の皆様がどうす

れば豊かになるか考えているのが楽しいです。

　　　時間があると本を読んだり音楽を聴いてリ
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ラックスしておりますし、最近はやはり健康

のことを考えてプールで泳いだり、ウエイト

トレーニングで汗を流してリフレッシュして

います。

田中）ありがとうございます。田嶋町長様は、天

草苓北の歴史にも造詣が深く、また町に対す

る熱い思いが伝わってまいりました。苓北町

の皆様が、安心していきいきと暮らすことが

出来ますよう、私どもも下水道という社会基

盤整備のお手伝いを通してお役に立てればと

思います。本日は、貴重なお時間をいただき、

また有意義なお話をお聞かせいただきまして

ありがとうございました。

田嶋町長（右）と田中所長
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ＪＳの技術を支える技術者たち

１　担当と最近の活動状況

　略歴に示しました通り、私はＪＳでは数少ない「水

質職」であることから、ＪＳの根幹的業務を実施す

る施工管理や設計部署の経歴はありません。主に

試験研究や維持管理の技術援助、引渡し施設のア

フターケアを実施する部署で新技術の研究開発、

委託団体との関係強化、施設不具合のフィードバッ

ク等、施工や設計部署を側面から支援する業務を

担当してきました。平成15年度より総合事務所へ

の配属となっておりますが、担当業務の内容は変わ

っていません。ただ、近年は新規事業が少なくなり、

増改築事業が主流となっていることから対象施設

が多岐にわたり、その内容も複雑になっています。

また、財政の逼迫から施設の延命化を含む維持管

理費削減方策に関する相談が増えています。

２　思い出に残る仕事やＪＳで身につけたこと

　私が担当してきた業務では、複数の下水処理場

（処理技術と施設）の初期（供用開始）から概成

期（改築、更新）までを見ることができました。

また、この30年で処理技術や施設形態が大きく変

わり、排除方式は合流式から分流式へ、施設は大

規模から小規模へ、処理方式は標準活性汚泥法か

らオキシデーションディッチ法さらに膜分離活性

汚泥法へとまさに隔世の感があります。こうした

変化についても、業務の中では失敗例とその改善

方策を中心に見ることができました。所謂「反面

教師」とでも言うところでしょうか。こうしたこ

とから、これまでに携わった業務はすべてが思い

出に残るものであり、これらの経験がいまの業務

に生かされていると思います。

３　所属長のコメント

　まさにＪＳ業務の縁の下の力持ち。高い技術力

と職人気質の仕事ぶりは非常に安定感があります。

「施設の延命化を含む維持管理費削減方策」は、今

まさに下水道界での最大課題であり、すなわち、

ＪＳが必死に取り組むべき課題でもあります。

益々の活躍を期待しています。

若　山　正　憲

関東・北陸総合事務所

運営管理支援課（課長）

１　担当と最近の活動状況

　現在は、新プロジェクト推進課に在籍4年目。

おもな担当はAMDB開発（アセット長寿命化）、

エネルギー関連、その他新プロジェクトに関する

業務を行っています。

　当課は事務と技術の職員が混合構成された課で、

川　上　高　男

事業統括部

新プロジェクト推進課

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
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１　担当と最近の活動状況

　尼崎市以外の兵庫県、北九州市と久留米市以外

先導的な事業の立ち上げサポートや、ビジネスモ

デル構築やそのツール作成などを行っています。

　形にならなかったり、アイデア倒れで終わって

しまうものもありますが、次にくるものを予測し

ながら連携して業務を行っております。

　個人的には技術系の資格を中心に40程度の資格

を取得していますが、最近は業務上、経営に関す

る関連資格取得を中心として目指し、基礎知識の

増強に努めています。

２　思い出に残る仕事、ＪＳで身につけたこと

　略歴の半分以上をエース事業に携わっていたの

で、これらの業務が思い出深いです。

　エース事業のいずれの事務所も10人前後の少人

数でやりくりをしていたので、その中で幅広く集

中的に色々な経験をさせてもらいました。

　エース事業では炉や管路の維持管理がメインで

したが、付帯施設として、水処理や汚泥処理など

の一式も含まれていましたので、これらの設計・

工事・維持管理・地元協議、苦情対応などを通して、

下水道事業の一通りの業務を、直接経験できました。

　エース事業は、ＪＳが地方共同法人に改組され

た際、ＪＳから委託団体に事業継承されました。

その事業継承作業では、炉の操業や工事などを継

続しながら、すべての事業や資産を総整理し、資

産評価、移管をする業務にも携わりました。

　この場所で高密度に、いろいろな試行や経験を

させてもらったことが、大きな財産になって、今

につながっています。

　今に繋がっている具体例としては、たとえばＪＳが

行っているアセットや長寿命化業務、関連させて開

発しているAMDBなどの先端分野の業務です。これ

らの業務では私だけでなくエース事業などで経験を

つんだ人間が開発担当者として関与し、中核部分の

作りこみはＪＳ職員のみで精力的に行っています。

　当時の試行錯誤やいくつか失敗の知見がなけれ

ば、理屈だけでなくここまで実務上具体的なもの

を作りあげることはできなかったのではないかと

思います。

３　地方公共団体の皆様へ

　ＪＳは計画や設計や工事のイメージが強いので、

事業団プロパーには維持管理の経験者がいないの

では、と言われることがあります。

　しかし実際には、当時のエース事業や外部出向

などで、計画や設計や工事だけでなく、実際の維

持管理もやってきた人間が多くいます。

　何かと対応できるかと思いますので、何かお困

りのことがありましたら、総合事務所のPM室な

どに、まずはお声を掛けてください。

の福岡県を担当しています。また3年目に入り、

課長代理となりましたので、他の担当者の委託あ

るいは工事設計書の審査、そして時々工事の完成

検査などをさせてもらっています。

２　思い出に残る仕事、または、ＪＳで身につけ

たこと

　とにかく一度に多くのことを処理しなければなら

ないので、要領よく仕事を進めること、つまり素早

藤　井　　明

西日本設計センター

土木設計課



―　19　―

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW

いパス回しが、少しは出来るようになったかなと思

います。また、技術的なこととしては、経験したこ

とのない様な大規模な土木工事に触れることがで

きたこと、歩掛の理解度が深まったことなど、今後

母体に戻りましても大いに役立つことと思います。

　余談ですが、1年目に初めて沖永良部島に出張し

た時、大雨で飛行機が飛ばず、途方にくれたのを

思い出します。事業団という所は、大変な所だと

そのとき思ったものです。で、実際大変な所でした。

久 津 輪　徹

西日本設計センター

建築設計課

３　所属長のコメント

　彼の仕事ぶりを表すのにふさわしい言葉は「責

任感と粘り強さ」だと思います。着任早々の会計

検査受検をはじめとして、数々の未知の課題や困

難な状況に持ち前の責任感と粘り強さを持って対

応してくれました。いまや彼の仕事ぶりが後輩た

ちを導く模範となっています。

１　担当と最近の活動状況

（この原稿を書くのは私で良いのかしらと思いな

がら書いております）

　西日本設計センター建築設計課の一員として鹿

児島・宮崎・大分・山口・島根・鳥取県の下水道

建築物の設計業務を担当させて頂いております。

　「ＪＳの技術を支える技術者たち」に投稿して

おりますが、「ＪＳに支えられる技術者」になら

無い様日々頑張っております。

２　思い出に残る仕事、または、ＪＳで身につけ

たこと

　思い出に残る仕事は、大阪市の設計課で市営住

宅の積算をしたことです。当時電卓で、明細書も

手書き金入れでした。

　工事監理では、総工事費数百億円市設テナント

ビルの新築工事担当で、建築業界最大手のゼネコ

ンS建設、緑化情報センター建設でT工務店相手

に仕事をすることが出来たことです。

　その中で一番の思い出は、ごみ焼却工場の工事

監理を担当させて頂いた事です。延べ床面積約

50,000㎡地下4階・地上5階建SRC一部鉄骨造。先

輩から引き継いだ現場でしたが、何回現場を廻っ

ても全体像がつかめず、他の現場も担当していた

為、全体像を掴むのに半年かかりました。職人さ

んも毎日汗と埃でドロドロになりながら作業して

いました。完成検査に向け現場関係者が一体とな

り突き進む、貴重な経験を積むことが出来ました。

　平成20年からＪＳにお世話になっておりますが、

当初パソコンもメールも積算システムも使えず右

往左往しましたが、周りを見回し皆様に聞きなが

ら一つづつ仕事をしてまいりました。前述しまし

たように「支えられる」から「支える」になるよ

うに頑張っている途中です。

　ＪＳの皆様は、深い技術力を背景に効率的に仕

事をしておられます。脚を引っ張らないよう頑張

りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

３　所属長のコメント

　大規模な工場建築の新築工事から、市庁舎、市

営住宅、学校建築等の新築、耐震改修工事など豊

富な経験を備えております。現在の下水道建築の

設計業務においては、これまでの経験と技術力を
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すばらしいものであってもその組み合わせや運用

方法を間違えると元も子もありません。各自治体

の省エネに関する考え方や各々の週末処理場の運

用状況により、適材適所の機器や設備を選定する

のに日々、頭を悩ませています。

　前任から引継いだ業務ですが、「消化ガスで燃

料電池設備運転し、そこで発生した電気と廃熱で

消化タンクを加温する。」という工事を担当しま

した。段階的な増設計画と熱収支のバランスが難

しくコンサルタントや請負業者と何度も検討を繰

り返し、今年度末の完成を目指し最終調整を行っ

ているところです。

　下水道事業は維持管理の時代と言われるように

なってきました。下水道長寿命化支援制度の導入

に伴い、補助事業としての再構築設計業務は更に

複雑で困難になっていくと思われます。下水道に

携わって25年目になりますがその3分の2が現場

での維持管理業務なので、これからも常に現場目

線で設計に取り組もうと思っています。

３　所属長のコメント

　今年度当初私が赴任してきて感じた事は周りに

気をくばり新しく赴任した人に、丁寧に機械設計

課の仕事の勧め方等を説明されていた事と、また

出張中の職員の書類等について期限履行のために

代行をしておられたことです。

　自身の業務についても設計に当たり、疑問のあ

る事項について徹底して調査をし、公共団体の立

場になって分かりやすく説明し理解していただく

よう勤めておられました。

　佐々木さんは機械設計課勤務は3年目でＪＳの

設計、積算についてはＪＳプロパー以上に精通し

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW

１　担当と最近の活動状況

　地元の京都府と熊本県のプラント機械設備の設

計を担当しています。日本下水道事業団での業務

は下水道普及率の低い市町村での増設・新設工事

が多いと思っていましたが、普及率が低いところ

でも施設の老朽化は進んでおり、再構築と増設を

同時に行っているところも増えてきました。再構

築は通常業務の下水処理を行いながら施設の改築

をしなければならず、委託団体への負担は経済的

なものも当然ですが工事期間中の制約や協力も不

可欠になっています。実施設計段階から仮設の検

討や維持管理側との調整が重要で、現場調査や打

ち合わせの際は、維持管理体制・処理状況等を十

分ヒヤリングし、自身の現場経験を思い出しなが

ら少しでも現場の負担が軽減できるように設計業

務に取り組んでいます。それでも仮設には限界が

あり、工事期間中は維持管理をされている方々や

ＪＳ施工管理担当者にはご迷惑をおかけする事が

多いと思いますがよろしくお願いします。

２　思い出に残る仕事、又はＪＳで身につけたこと。

　最近は環境問題から資源の有効利用や省エネル

ギー機器の採用を検討する事も多くなってきまし

た。下水処理技術は日進月歩ですばらしい機器や

設備が開発されていますが、個々の機器がいくら

佐 々 木　敏 哉

西日本設計センター

機械設計課

発揮できる職場であると思いますので、活躍を期

待しています。また、コミュニケーション能力も

備えておりますので、共同作業であるＪＳ設計部

署に適した人材です。
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ており、通常であれば来年の4月には母体である

京都市に戻られてしまいます。私としては大変残

念に思っています。


























